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1. 開発背景



matillion, bigquery, snowflake
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tableau

スキルアップ研修
資格取得の支援講座

BI構築サポート
データ利活用コンサル

データ基盤の構築
データ収集の自動化

AIの研究・受託開発
自社製品の開発

データサイエンス専門企業　GRI, Inc.

クリエイティブ作成
AI利活用による効率化



業界横断の分析実績

農業・畜産

自動車

建設

マスコミ

芸能

広告

Webメディア

出版

人材サービス

シンクタンク・
コンサル

食品

生活必需品

マッチング

ＥＣ

通販

ＳＮＳ

エンタメ・
ゲーム

スーパー

メーカー サービス メディア 小売

ファッション

調査



各業界の課題
ベストプラクティスを
集約した分析サービス



ForecastFlow とは？

ドメイン理解
データ理解

特徴量
の設計

前処理
モデル
訓練

精度評価
挙動解釈

予測運用

ドメイン理解
データ理解

特徴量
の設計

テーブル構造のデータを入力することで、
モデル構築から精度評価と挙動の解釈、予測運用までを自動化する

クラウドAutoMLサービス



ForecastFlow が提供する価値

● 高度な機械学習モデルの構築がノーコードでOK

● 訓練データの行数などによる従量課金は一切ないので、試行錯誤

やエラー対処の心理的負担がない

● チームを前提としてモデル運用の属人化を防ぐ

● 予測の自動化や既存の分析基盤への導入も、専用のPythonパッ

ケージを利用することでローコードで可能



ForecastFlow で創りたい世界観
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過去や現在を基点にして、
堅実に積み上げて創る未来

あるべき姿を思い描き、
未来を基点にして逆算的に
創る未来
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メリット
・イノベーションの可能性
・アイデンティティの確立

デメリット
・現状から逸脱が激しい場合、
    現場と経営層が乖離

メリット
・リスクが少ない
・短期的な課題を解決しやすい

デメリット
・手法にとらわれて、新規性の
    あるアイディアがでてこない



ForecastFlow で創りたい世界観
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近年のAI技術の進展により、高
速かつ高精度に予測が可能に
なってきた



ForecastFlow で創りたい世界観
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AIには困難なヒトの仕事

近年のAI技術の進展により、高
速かつ高精度に予測が可能に
なってきた



ForecastFlow で創りたい世界観
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日々の予測業務は自動化し、
もっと周囲の人間を巻き込んで本
質的な課題を議論する時間を増や
すべきでは？

機械学習をうまく活用すれば、それ
は十分可能なはず！



ForecastFlow が重視すること

● 機械学習モデルの精度と予測スピードのバランス
○ どちらが欠けても運用は回らない

● 機械学習モデルの精度および解釈レポート機能
○ 「現状」を認識するための必須機能

● チーム機能
○ 周囲を巻き込み、現状を踏まえた「あるべき未来像」を議論するためのデー

タやモデル結果を共有する機能



2. 機能紹介



ForecastFlowの入力データ構造

カスタマーID 解約フラグ 性別 年齢

00000001 解約 男性 30

00000002 継続 女性 27

モデル構築用データセットの例

IDカラム 予測ターゲット 特徴量

・・・



データ概要ページ



データのヒストグラムページ



モデル構築画面（基本設定）



モデル構築画面（詳細設定）



モデルサマリーページ



モデルの挙動解釈ページ



予測作成画面



ForecastFlow の主な製品特徴 （1/3）

● モデルは勾配ブースティングのみを採用

○ ほとんどのテーブル構造データは当モデルが良い成績を残すことは弊社での事

例や各種の分析コンペで実証済み

○ 他のモデルは構築しないため、その分だけ速く安くサービスを提供可能

○ ハイパーパラメータの探索では当社独自の戦略を採用



ForecastFlow の主な製品特徴 （2/3）

● 標準プランでは、特徴量の自動作成までは行わない

○ 現時点では、特徴量の作成はヒトの仕事であると言わざるをえないと考え

ている

○ 特徴量の自動作成パッケージに満足した例がない

自然言語処理や時系列解析を応用した高度な特徴量の作成は
カスタムプランとしてご提供



ForecastFlow の主な製品特徴 （3/3）

● 専用のPythonパッケージを利用することで、APIとして訓練・予測

が利用可能



デモンストレーション



3. 今後の開発アイテム



● モデルの解釈性の強化
○ 精度指標の詳細化（混同行列や閾値の調整など）
○ SHAPによるWhat If分析

● モデル改善・運用フロー
○ 重要特徴量のみでの再訓練
○ 予測作成とデータアップロードの共通化

● その他UX改善
○ UIの改良
○ ドキュメントの充実化



無料トライアル

もし、ForecastFlowの開発思想や機能にご興味をいただけ

ましたら、以下のページから90日間の無料トライアルをご利

用いただけます

https://forecastflow.jp/ 

https://forecastflow.jp/

